
 

新潟市急患診療センター指定管理者候補者の事業計画 

 

健康福祉部保健所保健管理課 

評価項目 候補者 

１．候補者の概要 社団法人 新潟市医師会 

代  表  者  会長 大川 賢一 

設    立  Ｓ２２．１１．１ 

資産の総額  １１億７，９１７万４，２９２円（H20 年 3 月末） 

医師会員数   １，５４５名 

事 業 内 容 医学の振興，市民の医療・保健・福祉の充実・向上に寄与するため，急

患診療センター，地域産業保健センターの運営，予防接種，各種検診な

ど地域医療に密着した様々な活動を実施 

施設管理実績 指定管理者 新潟市急患診療センター（H18.4.1～H21.3.31） 

２．経営理念 本会は，医道の高揚，医学医術の発達普及と公衆衛生の向上とを図り，もって社会

福祉を増進することを目的とし，次の事業を行う。 

1. 医道の振作高揚に関する事項 

2. 公衆衛生及び学校保健の啓発指導に関する事項 

3. 医療の普及充実に関する事項 

4. 医学の振興に関する事項 

5. 医師の補習教育に関する事項 

6. 災害時の医療救護に関する事項 

7. 社会保険に関する事項 

8. 医業経営に関する事項 

9. 准看護師養成に関する事項 

10．会員の相互扶助に関する事項 

11. その他目的達成上必要な事項 

３．指定管理者 

申請の動機 

地域医療の普及充実は医師会の重大な責務と考えており，地域の救急医療体制確保

のため，本事業の指定管理者を申請したもの。 

４．事業計画 

運営方針 

 

新潟市急患診療センター条例及び同施行規則に従い，適正な管理運営につとめる。

また、初期救急医療の拠点として，誰もが利用しやすい施設運営を行う。 

① 外来診療により比較的軽症の救急患者の応急措置，及び手術や入院が必要な患

者を後方支援病院へ搬送 

② 施設及び設備の維持管理に関する業務 

③ その他の業務 

５．支出計画 人件費 381,744 千円 事業費 126,328 千円 管理費 5,055 千円 

合 計 513,127 千円 

 

 



評価項目 候補者 

６．組織・人員体制 ① 医師・看護師・薬剤師・事務員などの契約状況 

医師，看護師，薬剤師，事務員は，いずれも非常勤の臨時雇用 

② 一日当りの出務体制 

・ 平日 19:00～22:00 

  内科医１名，小児科医１名，整形外科医１名 看護師３名，検査技師１名， 

薬剤師１名，事務員２名 

・ 平日 22:00～24:00，土曜 14:00～15:00・22:00～24:00 

  内科医１名，小児科医１名，看護師２名，薬剤師１名，事務員２名 

・ 土曜 15:00～22:00 

  内科医１名，小児科医１名，外科医１名，看護師３名，検査技師１名， 

薬剤師２名，事務員３名 

・ 休日 9:00～18:00 

  内科医１名，小児科医１名，整形外科医１名，産婦人科医１名，眼科医１名， 

耳鼻咽喉科医１名，脳外科医１名，看護師７名，検査技師１名，視能訓練師１名， 

薬剤師３名，事務員４名 

・ 休日 18:00～22:00 

  内科医１名，小児科医１名，整形外科医１名，看護師３名，検査技師１名， 

薬剤師３名，事務員４名 

・ 休日 22:00～24:00 

  内科医１名，小児科医１名，看護師２名，薬剤師３名，事務員４名 

・ 深夜  

  内科医１名，小児科医１名，看護師２名，薬剤師１名，事務員１名 

※ 連休，年末年始，インフルエンザ流行時等繁忙期には必要に応じて増員する。 

７．情報公開及び 

個人情報の保護 

① 情報公開 

診療情報は，口頭による説明，説明文書の交付，診療記録等の開示など具体的情

報に適した方法により提供する。 

② 個人情報の保護の取扱い 

個人情報保護責任者を設置し，個人情報に関して適用される法令及びその他の規

範を遵守するとともに，監査責任者により定期的に監査を実施し，個人情報の保護

管理の見直し，改善に努める。また，職員等の従事者に対しては、研修会の実施や

マニュアルを整備するなど，周知・徹底を図る。 

８．緊急時対策 ① 防犯・防災の対応 

新潟市総合保健医療センター全体の防犯防災体制を基本とし，新潟市，市歯科医

師会，市薬剤師会と連携を密にし，防災訓練を実施するなかで看護師，薬剤師，事

務員も参加し受診者の避難誘導訓練を実施する。 

② その他緊急時の対応 

災害，その他の緊急時には，医師会役員及び職員は直ちに連絡の取れる体制を整

備しており，災害の程度により対策を協議検討し，すみやかに実行する。また，深

夜及び休日は医師などスタッフのみとなるため，受診者の安全を第一に避難，誘導

の徹底を図るため，日頃から研修を実施する。 

 


